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科研費申請のノウハウ

材料工学における科研費申請

坂 公 恭*

日本金属学会会員諸兄の多 くは基盤研究等(基 盤研究,萌

芽的研究,奨 励研究(A))の 研究種 目の科研費を 「材料工学」

分科で申請 されると思われるので,「材料工学」分科におけ

る配分審査について以下に概略を述べる.

「材料工学」分科は表1に 示す ような6細 目か ら成 ってい

る.基 盤研究等は二段審査で審査される.

第1段 審査は各分科 ・細 目ごとに3人 または6人 の審査

委員が専門的見地 より所定の基準に基づ きそれぞれ独自の観

点か ら課題 の審査が書面によって行われ る.審 査に際して

は,各 審査委員の個人の責任 と見識において独 自の評価がな

され,研 究課題の評価を合議などの結果により行 うことは禁

止されている.

第2段 審査は第1段 審査の審査結果に基づ き,合 議に よ

り,よ り広い立場から総合的な判断を行い,必 要な調整を行

った上で採択候補課題を選定する.

これらの審査は学術審議会科学研究費分科会審査部会基盤

研究等審査会で行われるが,「 材料工学」分科の審査委員候

補者の選出は 日本金属学会,日 本鉄鋼協会,日 本化学会,日

本セラミックス協会などの関連学協会が世話学協会あるいは

幹事学協会 とな り行 っている.そ の意味で各関連学協会の果

たす役割 と責任は大 きい.

各分科への科研費の配分額は,当 該分科への申請総額 と申

請件数の増加 とともに増加する仕組みになっている.ま た,

表1材 料工学分科の細 目.

採択件数も申請件数の増加 とともに増加する仕組みになって

いる.

新規の研究課題 の採択率が15～30%前 後である現状に鑑

み,前 年度の申請の採択,不 採択に拘わ らず,「 材料工学」

分科の 「金属物性」,「構造.機 能材料」,「材料加工 ・処理」,

「金属生産工学」などの細 目へ,可 能な限 り積極的に,で き

るだけ多 くの,し かも必要経費を十分盛 り込んだ大型の積極

的申請を行 うことが,金 属 ・材料系分野への配分の総額を伸

ば し,ひ いては,会 員諸兄の研究課題の採択数を上げること

になる.

基盤研究,萌 芽的研究,奨 励研究(A)以 外の重点領域研究

の研究領域や研究課題の選定や特別推進研究の配分審査は上

記の基盤研究等の審査 とは別途行われている.
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